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研究成果の概要（和文）：胎児期の睡眠リズム形成状況の発達障害の関連性については，統計

的に意味のある予測可能性は見出されていない。発達障害リスクのある子どものための，標準

的介入プログラムおよび追加的介入プログラムの実践を,集団介入として行った結果，幼児版・

小学生版の標準介入は，母親の養育スキルやストレスを改善するだけでなく子どもの問題行動

傾向を改善する効果をもつことが証明された。さらに，個別臨床的介入プログラムは，RCTの手

続きによって，母親の行動傾向や子どもの問題行動傾向を改善することが示された。 

 

研究成果の概要（英文）：With respect to the relation of the development of sleep pattern and 

developmental disorders, we did not find the significant predictivity. 

We constructed the early diagnosis and intervention system for children having 

developmental risk. We found that preventive group based parent training interventions 

have the effects for mother ’s parenting skills, mother ’s stress responses, and children’s 

behavior tendency. With regard to individual setting treatment intervention, we proved the 

positive effect by randomized control trial. 
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１． 研究開始当初の背景 

 LD，AD/HD などの発達障害の発生機序の解

明，発達支援や教育方法の開発は，言うまで

もなく，教育研究の重要な課題である。原(平

成 10～13 年度基盤研究 A10309010)は，医学

的な立場から，周産期のリスク要因が LD や

AD/HD などの発達障害の発生に関与する可能
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性を指摘した。一方で，発達障害をもつ子ど

もの実際のケアは，スクールカウンセラーや

特別支援コーディネーターあるいは大学の

相談室などの心理臨床家が担当することが

多く，このなかでペアレント・トレーニング

(養育スキルトレーニング)の技法を用いた

発達支援が効果を持つことが知られるよう

になった。従来の研究を概観すると，ペアレ

ントトレーニングなどの発達支援的な介入

は，早期に行われるほどコストも低く，また

２次障害の予防効果も高い。そこで，幼児期

早期からの LD，AD/HDなどの発達障害の早期

診断と早期の予防的発達支援介入を実践す

べく，医療と教育の連携による発達支援チー

ムを構成し，問題解決にあたることになった。 

 

２．研究の目的 

本研究は，(1)胎児期の睡眠リズム形成状

況の発達障害の予測可能性 (2)リスクを持

つ子どもへの早期介入による,保護者・子ど

もの行動への効果検証 (3)リスクを持つ子

どもへの追加的介入プログラムの改善効果

検証という，3 つの問題を検討することを目

的として行った。 

 
３．研究の方法 

第1段階では，宮崎大学医学部附属病院周産

母子センターにおいて出生した子どものなか

から，周産期において睡眠リズムの形成が遅

れた子ども，睡眠リズムの形成が通常である

子ども，低体重で出生した子どもを抽出した

調査対象者候補リストを作成した。同様に，

正常な周産期の状態であった子どもも統制群

としてリストに加えた。このリストを基に連

絡を取り，保護者の同意を得て，本研究の調

査対象者としてリストアップした。 

第2段階では，同意を得た調査対象者に対し

て発達検査を実施し，発達障害の診断のもと

となる資料を収集した。検査内容としては，

発達検査として田中ビネーⅤ，K-ABCを行った。

また，子どもの発達の遅れの可能性を考慮し

て補足的にKIDSを用いた。さらに，本研究内

で標準化を行った，保護者評定による「子ど

もの行動傾向測定尺度(CSB-RS)」によって日

常の子どもの行動傾向を測定した。  

第3段階では，上記第2段階で測定したデータ

を参照しながら小児科医が診察を行い，発達

障害の診断を行った。 

第4段階では，調査対象者の保護者に対して，

「養育スキル教室」を行い予防的発達支援介

入を行った。「養育スキル教室」は，幼児版

の養育スキルプログラムおよび小学生版養育

スキルプログラムを実施した。これらのプロ

グラムは，各5回のレクチャー・ロールプレ

イ・フィードバック・ビデオによる復習と実

践の促しから構成され，幼児版が1回約90分，

小学生版が1回約120分から構成されていた。 

 養育スキル教室は，一般にも公開して参加

者を募集した。集団介入の養育スキル教室の

参加者の中には，発達障害の子どもを持つ保

護者が少なからず含まれる。この場合，保護

者の了承を得た上で，県下の病院で出生しデ

ータの入手が可能な子どもについては，段階1

のリストに加えた。また，子どもの行動傾向

尺度によって，発達上の問題が疑われる場合

には，保護者の了承を得た上で，段階1，２の

手続きに編入した。養育スキル介入の１ヶ月

前，事前，事後，半年後のフォローアップの

４時点において，保護者の養育スキル・スト

レス反応・子どもの行動傾向の測定を行った。 

段階 5においては，発達障害リスクのある子

どものための，個別治療的介入プログラムの

介入試験を行った。このプログラムは，イン

テークに続いて行う 5セッションの基本プロ

グラムに，4回の問題解決セッションを加え

て構成された。各セッションは，約 90分を

要した。 



 

 

 

４．研究成果 

目的(1)に関して： 

住吉 川越 鮫島 池ノ上(2006)では，睡眠

リズムの形成は AGA の子どもで 34 週前後で

あることが見出されているが，本研究で収集

したサンプルはそれ以前に出生しリズム形

成の時期を同じ条件で測定できなかったケ

ースが多く，統計的な推論には至らなかった。

現時点でのサンプルでの平均値のみで推測

するならば，住吉ら(2006)と同じように，

IUGRの子どもたちは AGAの子どもに比べて睡

眠リズムの形成時期が比較的遅いが，

KIDS,K-ABC,田中-BinetⅤの各種の検査の結

果についてはサンプルの蓄積を待って慎重

に検討する必要がある。  

目的(2)，(3)に関して： 

①集団的予防介入 幼児版の集団的予防介

入については，介入群 91 名，統制群 175 名

のデータに基づいて，ウエイトリスト期間の

変動，効果変数の平均値の差の統計的有意性，

効果サイズ，統制群の変動との観点から効果

検証を行った。この結果，母親の養育スキル

については，[好ましい働きかけ]，[関心]，

[罰]，[一貫性のないしつけ]において介入期

間からの改善が有意であった。子どもの行動

傾向については，[自己統制行動]，[孤立行

動]について介入期間からの改善が見られた。

さらに，母親のストレス症状については，[抑

うつ]，[不安]，[自信喪失]，[心配]で改善

効果が認められた。 

介入開始 30日前，介入開始直前における

母親の養育スキルの測定結果に基づいて，

クラスタ分析を行い，適切な養育スキルを

用いる群，不適切な養育スキルを用いる群，

コミュニケーション不全群の 3群に分類した。

これらをそれぞれ，介入群と統制群に分け

て介入効果を検討した。介入を行った 3群は，

コミュニケーション不全群における[関心]

を除いて，介入の効果および効果の維持を

示した。他方，統制群では，部分的な効果

が示されたが，これは統制群も同じ園の保

護者であったために，間接的な影響を受け

た可能性が高い。実験計画上は不都合な結

果であるが，幼稚園や保育所に対する介入

として考えた場合，全保護者に直接の介入

をしなくても，ある程度の間接的な効果が

のぞめることを示す結果として解釈するこ

ともできる。 

小学生版の集団的予防介入については，

131 名の母親を対象に介入を行い，最終的に

すべての尺度の報告を得た 40 事例を分析の

対象とした。分析の結果，養育スキル尺度の

全ての因子において有意な介入効果がみら

れ，長期にわたって維持されていた。子ども

の行動傾向尺度では，親トレーニングによる

有意な効果はみられなかった。心理的ストレ

ス反応尺度では，［不機嫌］，［怒り］，［自信

喪失］，［不信］の 4因子において親トレーニ

ングによる効果がみられた。 

養育スキル尺度の回答をもとに行ったク

ラスタ分析により，相対的に適切な養育群 26

名，不適切な養育群 14名に分けて検討した。

この結果，子どもの社会的行動評価の結果に

おいて，不適切な養育群でのみ介入の効果が

みられた。さらに，母親のストレス反応に関

しても不適切な養育群において多くの因子

で介入効果がみられた。 

さらに，子どもの行動傾向の評価をもとに

非ネガティブ行動傾向群 24 名，ネガティブ

行動傾向群 16 名，に分けて検討を行った。

非ネガティブ群においては，養育スキル尺度

の全ての因子において，親トレーニングによ

る効果がみられ，その効果は維持された。一

方，介入前から衝動的・多動的行動の因子得

点が高かったネガティブ群においては，賞賛，



 

 

罰において親トレーニングによる効果がみ

られ，その効果が維持されていた。子どもの

社会的行動評価については，非ネガティブ群

においては，どの因子においても親トレーニ

ングによる効果はみられなかった。一方，ネ

ガティブ群においては，[協調的な適応行動]，

[孤立行動]の 2因子において親トレーニング

による効果がみられた。 

小学生版の介入では，子どもの臨床的な要

請の度合いが高いサンプルが多い反面，保護

者も臨界状態に達していたり，保護者自身に

も発達障害が認められるケースもある。個別

臨床との兼ね合いも含めつつ，さらにケース

を増やして検討を重ねることが必要である

と考えられる。 

② 個別治療的介入 

「尺度の得点の交互作用が有意であり」、「介

入群の得点が改善し」、「Control 群の得点に

有意な変化がみられないこと」を、効果の判

断の基準として，RCT による効果検証の手続

きにならって検討を行った。母親の養育スキ

ル尺度の測定結果によると，本介入は，母親

の，好ましい働きかけスキル，話し合いスキ

ル，関心・情報スキル，罰スキル，を改善し

た。 

子どもの行動傾向の測定結果によると，本

介入は，子どもの衝動多動行動，攻撃行動を

有意に減少させた。 

さらに，母親のストレス反応の測定結果に

よると，本介入は，母親の絶望，心配，思考

力低下，の心理的ストレス反応を有意に減少

させ，また，無気力の症状を改善する傾向を

示した。 

 いずれの測定においても，介入期間をはさ

んでの Control群の変化は有意ではなかった。

上記の改善効果に加え，逆に悪化した測定結

果は皆無であった。本介入は，周産母子セン

ターからさまざまな発達リスク要因によっ

て紹介された事例の母親や子どもに対して，

母親の養育スキル，子どもの行動傾向，母親

のストレス反応においてポジティブな効果

を示すことが認められた。 
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